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「戦争できる国」と「戦争しない国」の相互転化

　　　　　――戦後の日本とドイツ（西独）――　　　　　　　　　望田幸男

＜はじめに＞

　＊日　本：「戦争しない国」から「戦争できる国」へ？

＊ドイツ：「戦争できる国」から「戦争しない国」へ

＜１＞生誕と復興の条件

　＊生誕の条件――日本：新憲法制定(46年)、冷戦、公然化せず＝＝＞九条

　　　　　――ドイツ：基本法49年発足、ベルリン封鎖（48年）、再軍備･徴兵制

＊復興と国際復帰の条件――日本：事実上のアメリカ単独占領、アメリカ一辺倒、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　アジアと向き合わず、アジアの戦争を「バネ」

　　　　　　　　　　　――ドイツ：近隣をナチ被害国(工業国)

　　　　　　　　　　　　　　　　　「ナチスの国」の再軍備＝「侵略」しない保障は

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝＞過去の反省と近隣との和解･友好

＜２＞展開の比較

　＊戦後補償

O戦争責任･加害者追及

ドイツ：「加害の罪」の追及――自国の司法による時効なき追及の継続   

　　日　本：「他者の裁き」のみ――天皇の免責、戦争責任＝開戦責任

O被害者への補償

ドイツ：１９５０年代に基本的な法的枠組み

　　　　　　　　国家・国籍や軍籍を超え「人間の尊厳」の侵害を基本

　　　　　　　　　　　　８０年代：シンティ・ロマ、心身障害、脱走・兵役拒否

　　　　　　　　　　　　２０００年：外国人強制労働の補償（07年に完済）

　　日　本：国籍・軍籍の壁（空襲･原爆被害の排除）

＊７０年代「新しい社会運動」――反原発、環境保護、フェミニズムなど(68年世代)

　　　　　　　cf.日本：「日独裁判官物語」（青法協問題）

　＊近隣との和解・友好――西側：ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体（１９５２年）、ＥＵへ

――東側：東方政策の展開（７０年代初頭）

――ドイツ統一の国際的容認

　　　　　　　　cf.日本：北東アジアの不協和音・トラブル

　　　　　　　　　　　　東アジア共同体の歩み（バンドンの挫折と再生）と六カ国協議

